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このメールジャーナルは今までは SABSNPO 内部向けのものでしたが、今回も、ひょっと

して。少しでも興味を持っていただけるかも知れない方々にも配信を始めることにしまし

た。 受信をしたくないと思われる方々は恐れ入りますが、その旨、下記 メールあて先

にお知らせください。 

１）“今日の話題は昨日の続き、今日の続きはまた明日”-その６ 

＊１ バイオテクノロジー標準化支援協会 第２回定例会 の報告 
  ＃ 第１回定例会に６名の方の出席がありました。会員５名、会員外１名でした。 
  ＃ 会合の時間は大体予定どうりでした。今回はコーヒーの提供も出来ましたし、

事務的には何の滞りもありませんでした。 
  ＃ 会員の一人。貴志さんからは、d-serine の代謝と神経作用との関係に関する資

料が提供されました。 
  ＃ JIS ハンドブック（2006 年）92 冊の表題の表を提示しました。No.73 ―1.

―2.―3 が医療機器関係のものです。 内容は主として製造会社の品質に関す

るものが、主流です。 装置には使用書が、一応添付されていますが、使用者

にとっては、結構むづかしい物です。 つまり、これらの JIS は どちらかと

いえば、業者向けで、使用者のものではないのです。 
  ＃ ヘルスケア測定の 1 例として、血圧の測定装置、指用。手首用。腕用を持参い

たしました。 少なくとも同じ結果が得られないこと実感していただけたと想

います。 製造会社が提示している装置の測定再現性としては、＋、－数

mmHg  となっていますが、これを実現するのは困難です。さらに、これらの

機器が正確に働いているという、検定方法がないのです。 最近、家庭で測定

する血圧を重視し、医師が診断するというシステムがに保険点数をつけるとい

う運動も始まっているようです。 
＊2 バイオテクノロジー関係の規格台帳の CD-ROM を配布しました。 

 また、EU のバイオテクノロジー関係のナノテクノロジー関係の将来の“ROAD
― MAP”の CD-ROM の配布をいたしました。 

http://www.sabsnpo.org/
http://www.sabsnpo.org/


＊３ 現在はいろいろの問題となる項目の集積が主たる目標なので、会合に出席されな

くとも情報、意見などお寄せくださることをお願いいたします。 
 

２） iPS（万能細胞） と規格化 

最近。iPS の話題をめぐって多く議論が提供されています。 
deFACT 規格化をめぐって国際的にも競争が始まったようですが、日本では規格化は

尚早であるという議論のようです。 これでは既に出発点か遅れを取っています。 早

く主導権をとって、外国から批判をさせないといけないのです。日本人は批判を恐れて

行動を起こさないという欠点がここでも現れ始めたようです。 この研究の発想はヒト

の遺伝子決定が出来た段階から必然的に出てくる考え方で特に独創的というわけでは

ないのですから。 



 
 
 
3) 
  ジャーナル No.005 ＊３で次のようにお知らせいたしました。 
********************************************************************************   
＊ ３ 今まで、SABS はその事務所の場所ははっきりしていましたが、何処で会議をしてい

るかはっきりしませんでした。 2008 年 4 月から毎月第４水曜日午後 1 時から 5 時までを

定例の会合を行うことにしようと思っています。しばらくはサロン的に運営しますので 

上記の時間中好きな時間にやってきて、好きな議論をして、記録を残し、好きな時間に



帰るというやり方になると思います。 それでも何か中心課題は必要なので、バイオテク

ノロジー関係の規格の見直し、新しい規格の設定、などが中心の課題になります。さらに、

これを拡張して電子会議が出来ればそれに越したことはありません。場所は渋谷、東急ハ

ンズうらの八雲クラブを想定していますが、予約が出来ましたら、改めて番地、地図など

を配信する予定で居ます。会員も会員でない人も自由に参加できる ASTM のような形態を

想定しているのですが・・・ 
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７月の会合の詳細を次のように決めました。将来どのようになるか分からないので、理事

長の招待と言うことにして、今回も参加費無料ということで開催したいと思います。興味       

ある方はふるってご参加ください。 
 

バイオテクノロジー標準化支援協会 第３回定例会 

（2008 年７月） 
日時 2008 年７月 2３日（水）午後２時―４時 
   （会場には世話人は 1 時から 5 時まで居りますので この時間帯にきてくださって

も結構です。） 
場所 八雲クラブ（ニュー渋谷コーポラス 10 階-1001 号）(首都大学東京同窓会）  
 （前回の出席者の方から会場の場所が分かり難いというコメントがありました。 
   簡単な見つけ方は、まず、“東急ハンズ”を見つけてください。 正面から見て左の

辻を入るとハンズの商品の搬入口があります。 その入り口の左側がニュー渋谷コ

ーポラスの入り口です。） 
   住所： 渋谷区宇田川町 12-3 
   電話番号： 03-3770-2214 
 

話題 １）サプリメントの規格化はどうすればよいのか？ 

     参考資料 
からだの科学 別冊      "サプリメント“  板倉著 

   ２）その他 iPS 万能細胞をめぐって。 
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